
問合せ先 
担当 人道の港発信室 

 西川、畑中 
TEL ２２－８１２９ 

令和元年１１月１日 
 
報 道 各 位 

 
観光部 人道の港発信室 

 
 

ポーランド孤児研究者による 
市長表敬訪問及びポーランド孤児関連資料寄贈について 

 
 このことについて、１１月９日開催の「人道の港敦賀シンポジウム」にてご講演いただく

講師２名が敦賀市長を表敬訪問されるとともに、これまでに収集された資料を敦賀市に寄贈

いただきますので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１ 日 時   

令和元年１１月８日（金）１６：３０～１７：００ 
 
２ 会 場 
  敦賀市役所２階 特別応接室 
 
３ 訪問者   

松本 照男氏（ポーランド在住ジャーナリスト） 
ヴィエスワフ・タイス氏（ポーランド国立特殊教育大学教授） 
※ほか、随行者１名 

           
４ 寄贈資料（主なもの）  
  ①ポーランド孤児たちの救済を訴えるビラ 
    1920 年に「波蘭児童救済会」が発刊したビラ 
  ②「極東の叫び」 全１０号（1921 年 9 月～1922 年 5 月） 

波蘭児童救済会アンナ・ビルケウィッチ会長が発刊した雑誌 
  ③ヴェロニカ・ブコビンスカ氏（ポーランド孤児）の日記 ほか関連資料 
  ④ポーランド孤児へのインタビュー記録、回想録等 
  ⑤ポーランド孤児関連写真 
 
５ その他   
  ・インタビューについては、表敬終了後に予定しております。 
  ・寄贈品のうち①の複製品を、１１月９日よりムゼウム館内（２階）にて展示します。 
 



11.92019 13:30～SAT

きらめきみなと館 小ホール
定員：先着200名 参加費無料

P o r t  o f  H u m a n i t y  
T S U R U G A  

S y m p o s i u m

松原でのポーランド孤児たち

13:40
四つの門
~シベリアから祖国へのポーランド孤児の道程 1919-1923~

第1部講演

講師／ヴィエスワフ・タイス教授

14:40
ポーランドはなぜ親日国なのか?
シベリアからのポーランド孤児救済を例に

第2部講演

講師／松本 照男氏
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外務省
Ministry of Foreign Affairs of Japan 社会福祉法人福田会お問い合せ／敦賀市観光部人道の港発信室  TEL.0770-22-8129

TIME SCHEDULE

日本・ポーランド国交樹立1 0 0周年記念事業



1920年代にシベリアから救出されたポーランド孤児、1940
年代にリトアニア・カウナスの杉原千畝領事代理が発給し
た『命のビザ』を携えたユダヤ難民が、敦賀港に上陸した
史実を紹介する。2020年度には展示内容を充実し、当時の
建物を復元した施設のリニューアルオープンを予定。

１９４６年生まれ。トルンのコペルニクス大学を経て、ワル
シャワ大学教授。教育学博士。［研究分野］社会教育理
論、方法論、教育史。ワルシャワ大学教育学部社会教育
研究所所長。ポーランド科学アカデミー教育部会委員。ワ
ルシャワ大学を退官後、現在、国立特殊教育大学教授。

１９４２年埼玉県生まれ。明治大学法学部卒業後、ワルシャ
ワ大学ジャーナリズム研究所留学。ワルシャワJETRO事
務所勤務を経て東京のラジオ局文化報道ワルシャワ特派
員契約。地球温暖化調査会社主宰、国際会計監査会社
アーネスト＆ヤング顧問。現在、フリージャーナリスト。

Wiesław Theiss

人道の港　敦賀ムゼウム

敦賀国際文化交流
フェスティバル2019

ヴィエスワフ・タイス

Teruo Matsumoto松本照男
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きらめきみなと館

人道の港 敦賀ムゼウム

11.92019 13:30～
きらめきみなと館 小ホール
定員：先着200名

SAT

11.9 11:00～17:00SAT

11.10 11:00～16:00SUN

E V E N T  G U I D E

A C C E S S

同日開催

参加費無料

TIME SCHEDULE

会場　きらめきみなと館など
主催　敦賀国際文化交流
　　　フェスティバル2019実行委員会

お問合せ／敦賀市観光部人道の港発信室  TEL.0770-22-8129

講 師 紹 介

外務省
Ministry of Foreign Affairs of Japan

社会福祉法人福田会

施 設 紹 介
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SYMPOSIUM

13:40
四つの門
~シベリアから祖国へのポーランド孤児の道程 1919-1923~

第1部講演

講師／ヴィエスワフ・タイス教授

14:40
ポーランドはなぜ親日国なのか?
シベリアからのポーランド孤児救済を例に

第2部講演

講師／松本 照男氏

日本・ポーランド国交樹立1 0 0周年記念事業
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